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本
稿
の
課
題
は
、
前
稿
の
「
昭
和
に
お
け
る
友
子
制
度
の
変
質
と
解
体
（
一
）
ｌ
三
菱
鉱
業
の
友
子
団
体
調
査
に
み
る
友
子
制
度
の
衰
退
状
況
ｌ
」
に
つ
づ
い
て
、
日
立
鉱
山
に
残
さ
れ
た
友
子
の
一
次
資
料
に
基
づ
き
、
昭
和
前
期
の
友
子
の
実
態
を
具
体
的
に
解
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
前
稿
で
扱
っ
た
資
料
が
友
子
の
一
般
的
な
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
稿
（１） 
で扱う日立鉱山の友子が残した「永代記録簿』は、昭和四年から同一一○年一一月までの友子の組織と活動を詳しく記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
昭
和
前
期
に
お
け
る
友
子
の
一
つ
の
典
型
的
な
実
態
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。
も
ち
ろ
ん
友
子
の
実
態
は
、
各
鉱
山
で
は
異
な
っ
て
お
り
、
画
一
的
で
は
な
い
。
日
立
鉱
山
の
ケ
ー
ス
は
、
そ
う
し
た
多
様
な
友
子
像
の
中
で
、
昭
和
前
期
の
大
鉱
山
に
お
い
て
か
な
り
活
発
で
あ
っ
た
友
子
の
典
型
を
示
す
も
の
と
し
て
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
注（
１
）
こ
の
資
料
は
、
日
立
市
郷
土
博
物
館
所
蔵
の
資
料
で
、
表
紙
は
紛
失
し
て
な
い
が
、
明
ら
か
に
一
般
に
『
永
代
記
録
簿
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
日
立
鉱
山
に
お
け
る
友
子
の
活
動
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
の
コ
ピ
ー
は
、
当
博
物
館
学
芸
員
の
島
崎
和
夫
氏
の
厚
意
と
援
助
四
昭
和
期
日
立
鉱
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
特
質
(6)（５）（４）（３ 
友自箱征
子治元参
財・交と
政規際去
は
じ
め
に
自
治
・
規
律
、
友
子
の
ボ
ス
支
配
を
め
ぐ
っ
て
仏
参
と
表
彰
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日
立
鉱
山
は
、
明
治
三
八
年
に
旧
赤
沢
鉱
山
を
買
収
し
て
、
久
原
房
之
助
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
そ
の
後
、
大
鉱
山
と
し
て
発
達
し
た。日立鉱山の設立以前には、明治初年代に一一、三の鉱業人により開発されたが、近代的な鉱山開発は、明治一一一四
（１） 
年
に
赤
沢
鉱
業
合
資
会
社
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
当
時
鉱
夫
は
、
採
鉱
と
精
錬
の
両
部
門
で
百
数
十
名
で
あ
っ
た
。
明
治
時
代
に
お
け
る友子制度の普及度からすれば、赤沢鉱山の開発にさいしても友子制度が導入され、鉱夫は友子制度のもとに置か
（２） 
れ
て
い
た
で
あ
る
一
つ
。
し
か
し
当
時
の
赤
沢
鉱
山
の
友
子
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
明
治
三
八
年
に
久
原
房
之
助
に
よ
っ
て
日
立
鉱
山
が
設
立
さ
れ
、
鉱
山
の
本
格
的
な
近
代
化
と
拡
大
が
進
め
ら
れ
た
。
久
原
は
、
慶
応
義
塾
を
で
て
神
戸
の
森
村
組
に
勤
め
た
後
に
、
明
治
二
四
年
に
父
親
ら
の
経
営
し
て
い
た
藤
田
組
に
入
り
、
小
坂
鉱
山
で
働
く
こ
と
になった。久原は、約一四年ほど小坂鉱山の経営にはげみ、鉱山経営と技術を身につけた。野心にもえた久原は、
赤
沢
鉱
山
が
売
り
に
で
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
ま
た
そ
れ
が
有
望
な
鉱
山
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
、
藤
田
組
か
ら
独
立
し
て
赤
沢
鉱
（３） 
山を買収して、日立鉱山の経営にのりだした。
日
立
鉱
山
の
発
展
過
程
は
、
第
１
表
の
鉱
夫
数
の
伸
び
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
文
字
通
り
急
激
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
日
立鉱山にとっては、鉱夫の確保と統括が重要な課題であった。設立当時四○○名程度の鉱夫数は、明治四一年に
によって、すでに十年前にわたくしの手元にとどけられていたが、ようやくわたくしの友子研究が昭和期を対象とするよ
うになって、ここでやっと分析の対象となることができた。資料の紹介とコピーをこころよく認めてくれた島崎氏に深く
感
謝
の
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。
日
立
鉱
山
に
お
け
る
友
子
の
歴
史
的
概
要
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開
山
早
々
の
明
治
三
九
年
五
月
に
「
労
働
条
件
の
改
善
を
要
求
す
る
坑
内
夫
が
団
結
し
て
、
最
初
の
同
盟
罷
業
を
決
行
す
る
と
云
う
（５） 
事
態
」
が
起
き
た
。
そ
れ
は
、
後
発
の
日
立
鉱
山
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
厳
し
い
労
務
政
策
へ
の
赤
沢
時
代
の
鉱
夫
た
ち
の
反
発
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
設
立
時
の
鉱
夫
の
労
働
時
間
は
、
冬
場
は
、
朝
六
時
半
か
ら
夕
方
の
五
時
、
夏
場
は
朝
六
時
か
ら
夕
方
六
時
ま
（６） 
で
、
一
一
時
間
半
か
ら
一
二
時
間
に
及
ぶ
長
労
働
時
間
が
強
い
ら
れ
た
。
赤
沢
時
代
に
は
、
小
鉱
山
と
し
て
牧
歌
的
な
労
働
時
間
を
楽
こ
う
し
た
急
激
な
鉱
夫
の
調
達
と
確
保
の
た
め
に
、
日
立
鉱
山
の
経
営
者
は
、
強
力
な
労
務
政
策
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た。それは、一つは強引な鉱夫の使役であり、もう一つは飯場制度や友子制度を最大限利用して、鉱夫を募集し、
か
つ
確
保
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
多
分
に
。
山
一
家
」
主
義
と
い
う
日
本
的
な
経
営
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
色
ど
ら
れ
た
も
一○○○名に増えたが、
五
○
○
名
近
く
に
達
し
た
。
第１表日立鉱山の鉱夫数の推移
（４） 
の
で
あ
っ
た
。 鉱員数（人）
明治38年 312 
3９ 404 
4０ 770 
4１ 1.013 その
後
は
停
滞
し
、
大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
年
々
急
増
し
、
大
正
六
年
の
戦
時
景
気
の
ピ
ー
ク
時
に
は
七
4２ 1.070 
4３ 1.004 
4４ 1００１ 
大正元年 1.541 
２
３
４
５
６
７
８
９
皿
Ⅱ
、
⑬
Ⅲ
1.988 
2.658 
3.275 
6.901 
7.509 
7.377 
5.509 
5.294 
3.420 
3.137 
3.258 
3.351 
3.650 
昭和元年 3.416 
２
３
４
 
3.500 
3.328 
3.453 
注 『日立鉱山史』，428頁より。
鉱員数には職員数を省いた。
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曰
立
鉱
山
の
設
立
に
さ
い
し
て
も
友
子
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
明
治
三
九
年
に
は
、
日
立
鉱
山
で
初
の
取
立
式
が
行
わ
れ
た
と
言
わ
（８） 
れ
て
い
る
。
日
立
鉱
山
が
ス
タ
ー
ト
し
た
頃
は
、
明
治
一
二
○
年
代
の
後
半
ま
で
に
制
度
的
に
確
立
し
た
友
子
が
、
成
熟
し
は
じ
め
た
時
代であった。それは、友子制度が、近代的な鉱山で、飯場制度と癒着し、飯場頭らに従属しはじめていた頃であっ
た。鉱山経営者は、鉱山の近代化の過程で、飯場制度による鉱夫の労務管理をつよめていた。しかし友子制度は、
必ずしも経営者の意のままにならなかったので、経営者は、友子の有力者を飯場頭に登用し、間接的に友子制度を
（９） 
利用し、支配しようとした。
曰
立
鉱
山
の
発
足
に
当
た
っ
て
、
久
原
は
、
赤
沢
時
代
の
古
い
慣
行
を
改
め
る
た
め
に
、
小
坂
鉱
山
で
親
し
く
し
て
い
た
鉱
夫
た
ち
を
引
き
連
れ
て
き
た
り
、
あ
る
い
は
日
立
鉱
山
の
開
発
に
さ
い
し
新
た
に
登
用
す
る
こ
と
を
約
し
て
他
の
鉱
山
か
ら
有
力
な
鉱
夫
を
引
（、）
き抜いてきた。それらの鉱夫たちは、また彼らの友子の子分や仲間を日立鉱山に呼び寄せた。例えば、「私は、小
（ｕ） 
坂
鉱
山
か
ら
家
族
と
も
ど
も
百
一
名
の
鉱
夫
募
集
に
応
じ
て
明
治
三
十
九
年
十
一
月
十
五
日
、
日
立
の
本
山
に
参
り
ま
し
た
」
と
の
証
言がある。こうして友子制度は、鉱夫募集のために積極的に利用された。友子による熟練鉱夫の養成も積極的に行
飯場」がおか』
が収容された。
し
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
伝
統
的
な
鉱
夫
た
ち
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
近
代
的
な
鉱
山
経
営
の
や
り
方
に
反
発
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
しかし久原は、こうした事態にもめげず、初心をつらぬき、鉱山の近代化と拡大につとめた。その際に特に重要
だ
っ
た
労
務
対
策
は
、
赤
沢
時
代
の
労
務
慣
行
を
大
幅
に
改
め
、
急
速
な
鉱
山
拡
大
に
と
も
な
う
鉱
夫
需
要
を
満
た
し
、
新
し
い
鉱
夫
を曰立鉱山の経営方針のもとに統括していくことであった。
鉱
夫
統
括
の
た
め
に
伝
統
的
な
手
法
と
し
て
、
飯
場
制
度
が
導
入
さ
れ
強
化
さ
れ
た
。
採
鉱
部
門
に
は
、
「
坑
夫
飯
場
」
と
「
雑
夫
（７） 
飯場」がおかれ、一別者には主に友子に加盟する熟練の採鉱夫が、後者には友子に加盟しない不熟練や未熟練の鉱夫
281 （６） 
わ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
友
子
制
度
は
、
鉱
夫
の
統
括
の
た
め
に
も
利
用
さ
れ
た
。
日
立
鉱
山
の
成
立
後
ま
も
な
く
、
三
名
の
飯
場
頭
が
殺
さ
れ
飯
場
頭
の
な
り
手
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
友
子
の
有
力
者
で
あ
り
、
後
に
長
ら
く
日
立
鉱
山
の
友
子
の
長
老
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
に
な
る
古
（、）
田亀八郎を先頭に壁墨田辰次郎、荒井金三郎らが飯場頭になった。
そ
の
後
の
友
子
制
度
は
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
大
正
期
を
通
じ
て
、
制
度
的
に
し
っ
か
り
と
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
大
正
八
年
に
起
き
た
日
立
鉱
山
の
争
議
は
、
日
立
の
友
子
に
と
っ
て
大
き
な
試
練
だ
っ
た
。
一
般
的
に
い
え
ば
、
そ
の
時
友
子
は
、
二
つ
の
流
れ
に
分
化
し
た
。
大
正
初
年
成
立
し
た
友
愛
会
は
、
大
正
三
年
頃
か
ら
常
磐
地
方
の
炭
鉱
・
鉱
山
で
労
働
組
合
の
組
織
化
に
成
功
し
、
各
地
の
炭
鉱
鉱
山
で
労
働
組
合
が
活
動
し
は
じ
め
た
。
日
立
鉱
山
で
も
大
正
四
年
に
日
立
分
会
が
組
織
さ
れ
た
。
一
時
立
ち
消
え
た
日
立
鉱
山
の
労
働
組
合
は
、
大
正
六
年
に
復
活
し
、
大
正
八
年
八
月
に
は
大
争
議
を
展
開
し
た
。
当
初
労
働
組
合
は
、
日
立
鉱
山
の
精
錬
、
製
作
所
に
組
織
さ
れ
、
次
第
に
鉱
山
部
門
に
及
ん
で
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
争
議
は
初
め
賃上げの要求であったが、製作所で数十名が解雇され、解一展反対の大争議に発展し、友愛会の会員は一千名ほどに
増
大
し
て
い
っ
た
。
鉱
山
に
お
い
て
も
、
二
月
か
ら
数
十
名
の
鉱
夫
が
解
一
展
さ
れ
た
。
し
か
し
会
社
の
切
り
崩
し
に
よ
っ
て
労
働
組
（凪）
〈ロが敗北し、組合は消滅した。
こ
う
し
た
中
で
、
他
の
多
く
の
鉱
山
の
よ
う
に
、
一
部
の
意
識
的
な
友
子
の
鉱
夫
た
ち
は
労
働
組
合
に
参
加
し
た
で
あ
ろ
う
。
他
方
鉱
山
経
営
者
側
は
、
あ
ら
ゆ
る
勢
力
を
動
員
し
て
、
労
働
組
合
を
抑
圧
、
弾
圧
し
、
鉱
夫
た
ち
が
労
働
組
合
か
ら
離
反
す
る
よ
う
に
努
め
た
。
そ
の
勢
力
の
中
の
有
力
な
組
織
が
、
飯
場
で
あ
り
、
友
子
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
日
立
鉱
山
の
古
老
は
、
当
時
を
回
顧
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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温交会に関連して若干指摘しておけば、大正八年の全国的な労働組合攻勢に対抗して各地の鉱山で組織された従
業員団体には、二つのタイプがあった。｜つは、足尾銅山の先駆的な事例に学んだもので、友子制度を従業員団体
（焔）
の中に包含し、友子制度を企業内の組織に再編成してしまうタイプである。もう一つは、友子組織とは別に従業員
（Ⅳ） 
団
体
を
組
織
し
、
友
子
組
織
を
従
来
の
ま
ま
に
残
し
て
お
く
タ
イ
プ
で
あ
る
。
曰
立
鉱
山
の
場
合
は
、
後
者
で
あ
り
、
温
交
会
は
、
友
子
組
織
と
は
別
個
に
組
織
さ
れ
て
活
動
し
た
。
ど
う
し
て
曰
立
鉱
山
で
は
、
「友愛会事件のことですがいろいろあった」、「飯場頭というのは会社側ですからね、会社の命令一下、水火も辞
さない、……麻生久なんかが来たら、あんなものぶち殺してしまえという意気込みで、うちのオヤジ（当時飯場頭
であった古田亀八郎のこと）はじめ防止策をめぐらしたわけなんです。」「演説会をいかに不成功におわらせるか、
いかにしてぶち壊すか、そういう参謀本部がうちの飯場にあったんです。警戒（会社の鉱夫監視係り）なんかとも
（ｕ） 
相談して、子分連中と打ち合わせして、なかで喧一嘩させたんです（カッコの注は引用者）」。
飯場頭は、鉱業所に雇われており、企業の利益に従属して、一義的に労働組合活動に反対して動いたことははっ
き
り
し
て
い
る
。
し
か
し
友
子
は
、
直
接
企
業
と
は
関
係
の
な
い
団
体
で
あ
り
、
熟
練
鉱
夫
の
利
害
を
体
現
す
る
組
織
で
あ
っ
た
の
で、必ずしも会社一辺倒ではない。飯場頭が、友子組織を通じて反労働組合の活動を行っても、すべての友子のメ
ン
バ
ー
が
つ
い
て
く
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
か
く
し
て
日
立
鉱
山
の
経
営
者
は
、
日
立
鉱
山
争
議
の
教
訓
と
し
て
、
ま
た
当
時
の
他
の
鉱
山
の
経
験
を
鰹
酌
し
て
、
足
尾
銅
山
で
先
進
的
に
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
厳
密
に
は
足
尾
銅
山
と
や
や
違
っ
て
、
友
子
組
織
と
は
別
個
に
経
営
者
の
自
由
に
な
る
従
業
員
団
体
を
組
織
し
、
労
働
組
合
活
動
の
侵
入
を
防
ぐ
政
策
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
正
九
年
二
月
に
設
立
さ
れ
た
温
交
会
が
そ
れ
で
（囮）
ある。
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大争議が起きたのに、足尾銅山や別子銅山のように友子を従業員団体の中に包含し、友子を企業内化しなかったの
で
あ
ろ
う
か
。
わ
た
く
し
は
、
そ
の
理
由
は
、
日
立
鉱
山
の
友
子
は
、
歴
史
が
浅
く
、
初
め
か
ら
企
業
と
癒
着
し
、
企
業
寄
り
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
た
め
に
、
自
立
性
が
弱
く
労
働
組
合
化
の
危
険
が
少
な
く
、
あ
え
て
従
業
員
団
体
の
中
に
包
含
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
。
事
実
、
そ
の
後
の
曰
立
鉱
山
の
友
子
は
、
一
応
独
立
し
つ
つ
、
企
業
の
承
認
の
下
に
昭
和
二
○
年
二
月
頃
ま
で
か
な
り
強
力
な
組
織
と
し
て
残
存
し
た
こ
と
が
、
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。
後
に
詳
し
く
分
析
す
る
よ
う
に
、
昭
和
四
年
か
ら
二
○
年
二
月
ま
で
の
友
子
の
活
動
を
記
し
た
『
永
代
記
録
簿
』
は
、
衰
退
し
形
該
化
し
た
と
は
い
え
、
曰
立
鉱
山
の
友
子
が
、
友
子
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
曰
立
鉱
山
の
友
子
は
、
戦
後
も
復
活
（畑）
し
て
、
’
九
六
○
年
代
末
（
昭
和
四
○
年
半
ば
こ
ろ
）
ま
で
活
動
し
、
つ
い
に
長
い
歴
史
を
閉
じ
た
。
戦
後
の
友
子
は
、
以
前
の
友
子
と
違
っ
て
全
国
的
な
関
連
を
全
く
失
っ
た
企
業
内
の
友
子
で
あ
り
、
そ
の
活
動
は
も
っ
ぱ
ら
共
済
活
動
に
限
定
さ
れ
、
往
年
の
坑
夫
同
職
組
合
の
痕
跡
だ
け
を
残
し
た
回
顧
的
な
親
睦
団
体
で
し
か
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
日
立
鉱
山
の
（⑬） 
友
子
は
、
日
立
鉱
山
の
中
で
そ
れ
な
り
の
勢
力
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
も
無
視
し
え
な
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
な
の
で
あ
る
。
注（１）赤沢鉱山については、嘉屋実編著『日立鉱山史』、第一編三章を参照。特に鉱夫数については、四五頁、五○頁。
（２）『永代記録簿』の昭和四年八月一七日の記事には、赤沢鉱山時代の友子によって建てられた石塔について記されている。
例
え
ば
、
「
明
治
三
十
五
年
八
月
之
建
立
故
綿
引
又
次
郎
／
仏
参
人
有
志
一
同
」
と
か
「
明
治
三
十
七
年
八
月
二
十
四
日
没
故
谷
山
松
太
郎
／
仏
参
人
赤
沢
坑
夫
一
同
」
と
か
。
こ
れ
は
、
赤
沢
鉱
山
の
友
子
の
鉱
夫
が
死
ん
だ
さ
い
に
、
赤
沢
鉱
山
の
鉱
夫
た
ち
が
、
死
者
を
懇
ろ
に
葬
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
当
然
そ
こ
に
友
子
組
織
が
存
在
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
（３）『日立鉱山史』、第二編第一章参照。
（４）同右、八一頁。
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（Ⅱ）『鉱山と市民』、七二頁。
（、）同右、九一頁。
（
旧
）
日
立
鉱
山
争
議
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
典
生
「
近
代
産
業
と
労
働
運
動
の
展
開
ｌ
日
立
友
愛
会
事
件
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
『
茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
（
社
会
科
学
と
第
一
六
号
を
参
照
。
（ｕ）『鉱山と市民』、五六六頁。証言は、古田亀八郎の子供であった古田力造である。
（
炬
）
鉱
山
の
こ
う
し
た
従
業
員
団
体
、
お
よ
び
温
交
会
に
つ
い
て
は
、
左
合
藤
三
郎
の
研
究
が
あ
る
。
「
大
正
期
三
菱
鉱
業
に
お
け
る
従
業
員
団
体概要」（秀村選三先生御退官記念論文集『西南地域の史的展開』所集）、「大正期鉱業従業員団体規約集（上、下と、『エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
Ⅲ
ｕ
、
川
姐
を
参
照
。
（旧）このタイプの従業員団体は、管見するかぎり足尾銅山、別子銅山、三井砂川炭鉱の一一一例しか見当らない。もし他に例が
あれば、ご教授ねがいたい。足尾、別子の両銅山における従業員団体に包摂された友子については、拙稿「足尾銅山にお
ける友子制度の変遷（上）、（下）」、『経済志林』第六○巻第一・一一合併号、第三・四合併号、「別子銅山における友子制度
の変遷」、同誌第六二巻第一号、「大正期における友子の労働組合化について」、同誌第六一一巻第一一号を参照。
（
Ⅳ
）
こ
の
タ
イ
プ
の
従
業
員
団
体
は
、
ど
こ
の
鉱
山
で
も
一
般
的
に
見
ら
れ
た
。
（旧）前掲『鉱山と市民』、三六六’八頁。
（
岨
）
戦
後
の
日
立
鉱
山
の
友
子
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
（５） 
（６） 
（７） 
（８） 
（９） 
（、）だ、・
れる。『鉱山と市民』、七二頁。
同右、八八頁。
日
立
鉱
山
友
子
関
係
資
料
、
「
祝
辞
山
師
名
代
嵯
峨
一
郎
」
。
この点については、拙著『日本の伝統的労資関係ｌ友子制度史の研究』第七章四を参照。
同
和
鉱
業
株
式
会
社
編
『
七
十
年
之
回
顧
』
は
、
「
小
坂
鉱
山
に
お
い
て
は
、
枢
要
技
術
陣
か
ら
久
原
を
緒
っ
て
日
立
へ
去
る
者
が
相
つ
い
、
…
…
職
員
だ
け
で
も
四
十
名
を
越
え
た
」
（
五
三
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
当
然
多
く
の
一
般
鉱
夫
た
ち
も
移
動
し
た
こ
と
が
予
想
さ
同同
右右
、、
八八
八一
頁頁
ＣＯ 
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日
立
鉱
山
の
友
子
の
『
永
代
記
録
簿
」
は
、
昭
和
四
年
か
ら
敗
戦
直
後
ま
で
の
友
子
の
組
織
と
活
動
に
つ
い
て
か
な
り
具
体
的
な
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
要
点
は
、
組
織
の
面
で
は
、
日
立
鉱
山
が
大
鉱
山
で
鉱
夫
数
も
多
く
、
し
た
が
っ
て
友
子
の
会
員
数
も
一
千
名
近
く
お
り
、
組
織
率
も
比
較
的
高
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
昭
和
一
○
年
に
は
、
友
子
の
会
員
数
は
一
二
六
○
名
で
、
精
錬
部
門
を
含
む
鉱
員
の
中
で
の
組
織
率
は
、
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
戦
時
下
の
昭
和
一
九
年
に
は
、
会
員
数
は
九
○
七
名
に
減
退し、組織率は一六・六。ハーセントに縮小し、友子組織の衰退傾向をはっきり示した。
日
立
鉱
山
の
友
子
組
織
は
、
｜
応
自
立
的
な
傾
向
を
も
っ
て
運
営
さ
れ
て
き
た
。
大
当
番
が
四
つ
の
地
区
か
ら
一
名
ず
つ
選
ば
れ
、
さ
ら
に
四
つ
の
地
区
か
ら
数
人
の
当
番
頭
が
選
ば
れ
た
。
し
か
し
大
当
番
の
選
出
は
、
老
母
役
と
言
わ
れ
る
友
子
内
の
一
部
の
有
力
な
長
老
た
ち
の
選
定
に
委
ね
ら
れ
、
本
来
の
自
治
的
な
性
格
を
失
っ
て
い
た
。
彼
等
は
ま
た
、
鉱
業
所
の
労
務
管
理
を
つ
か
さ
ど
る
責
任
者であり、企業寄りに友子を支配し、管理する役割を担っていた。かくして日立鉱山の友子組織は、足尾銅山、別
子銅山の友子のように、大正期に企業内の団体に包摂されなかったが、友子の長老たちによって実質的に企業内化
さ
れ
て
い
た
、
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
友
子
の
活
動
に
つ
い
て
言
え
ば
、
昭
和
前
期
に
お
い
て
も
、
一
応
活
発
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、
第
一
に
、
友
子
の
最
も
重
要
な
活
動
と
し
て
の
取
立
制
度
は
、
本
来
の
技
能
養
成
と
し
て
も
機
能
を
大
幅
に
失
っ
て
、
友
子
の
加
入
儀
式
、
友
子
組
織
の
維
持
、
拡
大
の
手
段
に
倭
小
化
し
て
い
た
。
ま
た
友
子
の
重
要
な
活
動
と
し
て
の
共
済
活
動
も
、
従
来
の
水
準
と
範
囲
を
大
幅
に
縮
小
し
Ⅲ
分
析
の
概
要
二
昭
和
前
期
の
曰
立
鉱
山
に
お
け
る
友
子
組
織
の
実
態
と
衰
退
傾
向
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蕊蕊i繊
燕犠撚
て
、
特
に
労
働
市
場
の
閉
塞
化
を
反
映
し
て
、
完
全
に
企
業
内
化
し
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
期
の
日
立
鉱
山
の
友
子
は
、
本
来
の
友
子
制
度
か
ら
か
な
り
変
質
し
、
形
該
化
し
て
し
ま
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
②
友
子
の
会
員
数
と
組
織
構
成
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第３表日立鉱山の職種別鉱夫数
昭和10年 昭和15年 昭和19年
他の
夫
夫
夫
夫
夫
そ
鉱
柱
搬
械
作
夫
夫
計
門
夫
採
支
運
機
工
雑
夫
鉱
男
女
門
数
部
内
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
外
選
ｒ
ｌ
１
部
門
他
員
鉱
坑
坑
鉱
部
の
鉱
採
精
両
そ
全
６
３
２
９
０
１
５
６
 
８
８
９
２
２
２
１
 
６
２
２
２
７
 
，
７
 
１
１
 
2,222 
1,602 
３６０ 
２８０ 
９１７ 
１４ 
１８ 
１３ 
3.074 
2.317 
459 
331 
1.455 
４
３
５
 
２
２
２
 
４０３ 
２１９ 
184 
1,051 
2,737 
914 
3,651 
６２０ 
３３４ 
286 
2,101 
4,323 
1,403 
5,726 
757 
442 
315 
2.376 
5.450 
1.973 
7.423 
鉱
山
の
近
代
化
と
合
理
化
の
た
め
熟
練
的
な
採
鉱
夫
、
支
柱
夫
の
数
と
比
重
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
大
正
八
年
の
採
鉱
部
門
の
中
で
採
鉱
夫
、
支
柱
夫
の
し
め
る
比
重
は
、
三
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
一
○
年には三○・九、同一九年には二五・六。ハーセントと
（３） 
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
第
４
表
に
示
し
た
よ
う
に
友
子
の
組
織
率
が
わ
か
る
。
昭
和
一
○
年
の
組
織
率
は
、
鉱
夫
全
体
と
の
比
で
み
る
と
三
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
鉱
員
数
は
、
い
ろいろな職種が入っているので鉱山の従業員数を反映
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
採
鉱
部
門
と
精
錬
部
門
に
限
っ
た
鉱
夫
数
を
も
と
に
友
子
の
組
織
率
を
み
て
み
る
と
、
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
さ
ら
に
精
錬
部
門
を
は
ず
し
て
採
鉱
部
門
だ
け
の
比
を
み
る
と
昭
和
一
○
年
頃
の
友
子
組
織
率
は
、
八
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
か
な
り
高
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
す
で
に
前
稿
で
み
た
よ
う
に
、
昭
和
一
○
年
頃
の
他
の
鉱
山
で
も
一
般
に
友
子
の
組
織
率
が
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
近
い
鉱
山
が
少
な
く
な
か
っ
た
し
、
採
鉱
夫
の
友
子
の
組
織
率
は
、
九
○
パ
ー
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（４） 
セ
ン
ト
近
か
つ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
日
立
鉱
山
の
友
子
組
織
率
の
高
さ
は
例
外
で
は
な
い
。
しかし昭和一九年の友子の組織率は、急激に低下している。全体の鉱員数をもとにすれば一二・二パーセントで
あり、採鉱・精錬の二部門に限った鉱夫をもとにした組織率でも、’六・六パーセントに低下している。これは、
友子の組織率が昭和一○年以後徐々に低下してきて、昭和一○年代末まで相当に低下したことを示している。した
がって日立鉱山の友子会員数は、昭和一○年頃から昭和一九年にかけて、絶対数は一一一六○名から九○七名、三○
パーセント減にしかすぎないが、鉱夫数が増えているので相対的には相当に減少してきていることがわかる。
た
だ
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
友
子
構
成
員
の
中
核
は
、
あ
く
ま
で
採
鉱
夫
で
あ
っ
た
の
で
、
採
鉱
夫
の
友
子組織率は、昭和一○年頃はともかく、’九年頃でもかなり高かったことが予想される。昭和一○年の場合、採鉱
第４表日立鉱山の友子の組織率
（％） 
１１１０』 昭和１９年
１２．２ 
１６．６ 
２９．５ 
対全鉱員数比
対両部門比
対採鉱部門比
34.5 
46.0 
83.9 母部門の中核である採鉱夫は、一一九二名、支柱夫は一三九名、合わせて五一一一名である
は女
が、その全員が友子に参加していたとしても、残りの七三九名が他の職種の鉱夫であ
は
り
う
る
。
一
九
年
の
場
合
は
、
熟
練
職
種
だ
け
で
八
九
○
名
に
な
り
、
友
子
会
員
数
九
○
七
名
だ
か
〈□場
ら
、
他
の
職
種
の
鉱
夫
が
か
な
り
加
入
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
熟
練
採
鉱
夫
の
友
子
非
加
盟
率
は
ぐ
の比
ん
と
高
ま
る
は
ず
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
昭
和
一
○
年
代
か
ら
友
子
制
度
は
急
速
に
衰
退
し
て
門郷ねいったことがわかる。
椒創構成員の年齢については、すでに明治末期から現れていた幼年、若年者の取立が行
（５） 
し加われており、メンバーに幼児、年少者がふくまれていた。
但
数
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
昭
和
一
六
年
四
月
七
日
と
一
七
年
四
月
五
日
の
取
立
式
で
、
そ
れ
注
ぞ
れ
九
名
、
五
名
の
朝
鮮
人
鉱
夫
が
取
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
一
○
年
代
に
朝
鮮
人
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役附集会 箱兀
老
母
役
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会般 員
が友子に加入した例は、曰立鉱山に限った
こ
と
で
は
な
く
、
常
磐
地
方
の
炭
鉱
、
北
海
道
の
（６） 
炭鉱でもよく見掛けられた。職業集団とし
ての友子は、人種的・民族的な偏見を持た
ず、朝鮮人を排除しなかったことにわれわ
れは注目しておきたい。
日立鉱山の友子組織は大きかったので地
区別構成をとっていた。第１図に示したよ
うに、友子組織は、第一区、第二区、第三
区、第四区と名付けられた四つの地区支部
から構成されていた。日立鉱山は、採鉱と
選
鉱
の
部
門
が
本
山
地
区
に
あ
り
、
精
錬
部
門
は、大雄院地区にあった。友子の各区が、
地域のどのような地区割りに対応していた
かわからない。ただし第四区だけは、日立
鉱山の支山である諏訪鉱山の友子の組織を
意味していた。諏訪鉱山の友子は、後にみ
る
と
お
り
、
昭
和
四
年
以
前
に
は
独
立
し
て
い
た
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こ
の
点
は
、
大
正
九
年
の
大
恐
慌
以
後
労
働
異
動
の
停
滞
と
と
も
に
、
友
子
が
一
般
に
一
鉱
山
内
に
閉
じ
こ
も
る
傾
向
の
中
に
あ
っ
て
、
同
一
資
本
系
と
は
い
え
、
横
に
連
合
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
み
せ
た
こ
と
、
ま
た
熱
海
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
鉱
夫
の
友
子
が
、
全
く関係のない曰立鉱山の友子に参加していたことは、友子組織の横断化の傾向を示すものとして注目したい。
日立鉱山の友子の役員には、箱元、大当番、当番頭、協議員、老母役などが置かれていた。大当番は、当初四つ
の区から一名ずつ選出されていたが、昭和九年九月一七曰の「役附集会」で「都合上大当番ニ限り何部ヲ廃シ単一一
友子に参加していた。
が、鉱山の閉鎖、再開、縮小の過程で、曰立鉱山の友子の支部（第四区）となった。
な
お
日
立
鉱
山
の
組
織
構
成
で
も
う
一
つ
注
目
し
て
お
き
た
い
点
は
、
日
立
鉱
山
の
友
子
以
外
の
友
子
が
、
日
立
鉱
山
の
友
子
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
日
立
鉱
山
に
隣
接
し
て
い
た
諏
訪
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
。
曰
立
鉱
山
と
は
遠
く
離
れ
た
岩
手
県
下
の
六
黒
目
鉱
山
の
友
子
も
、
日
立
鉱
山
の
友
子
に
参
加
し
て
い
た
。
こ
の
鉱
山
は
、
曰
立
鉱
山
と
同
じ
日
本
鉱
業
系
で
あ
っ
た
。
昭
和
一
○
年
一
○
月
一
七
日
の
記
録
は
、
六
黒
目
鉱
山
の
友
子
か
ら
「
鉱
山
同
盟
交
際
金
」
八
名
分
が
払
い
込
ま
れ
た
と
あ
る
。
翌年八月五日に七名の退山で組織は解散したのだが。これは、六黒目鉱山の友子が曰立鉱山の友子の下部組織だっ
（７） 
た
こ
と
を
一
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
鉱
山
ご
と
の
友
子
の
連
合
関
係
を
明
治
末
年
頃
か
ら
「
同
盟
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
高
取
鉱
山
の友子も昭和六年一月二四日に奉願帳の調製を日立鉱山の友子に願い出ており、そうした関係にあったことがわか
る
。
昭
和
一
一
年
一
○
月
二
○
日
の
記
録
に
は
、
大
久
保
鉱
山
「
同
盟
交
際
ヲ
許
可
ス
ル
事
二
決
ス
」
と
あ
る
。
も
っ
と
も
翌
年
一
月
六日に鉱山休山で友子も解散したが。
問
題
は
、
資
本
系
統
と
関
係
の
な
い
友
子
が
「
同
盟
交
際
」
と
い
う
形
態
で
い
わ
ば
日
立
鉱
山
へ
集
団
加
盟
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
東
海
道
の
丹
那
ト
ン
ネ
ル
エ
事
の
熱
海
工
事
場
の
友
子
は
、
昭
和
九
年
二
月
一
八
日
の
解
散
ま
で
曰
立
鉱
山
の
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山中ヨリ四名任選方ヲ老母役殿二一任」することにし、全山の代表の性格を持つようになった。また昭和一○年三
月
一
六
日
の
「
大
集
会
」
か
ら
は
、
五
名
の
大
当
番
が
選
出
さ
れ
、
一
名
は
、
専
任
と
な
っ
た
。
箱元は、友子の会計または総元締で最高の役職だが、これは、当初大当番のローテーションであった。しかし昭
和九年九月一七日の「役附集会」からは、「廻り箱元ノ制度ヲ廃シ大当番中ヨリ常任箱元ヲ一名選出金銭支出之責
任者タラシム事二決」した。つまり五名のうちから一名を常任の箱元に選出した。大当番の任期は、当初八カ月で
あったが、昭和一二年一二月一八日に一年間と改められた。
大
当
番
の
下
に
当
番
頭
が
置
か
れ
、
各
区
か
ら
数
名
ず
つ
選
ば
れ
た
。
任
期
は
、
大
当
番
と
お
な
じ
で
あ
っ
た
。
当
番
頭
と
並
ん
で、各区から一名の協議員が選出された。協議員の任期は、以前の八カ月から昭和九年一二月二○日に一年間と改
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
年
に
友
子
に
加
わ
っ
た
新
人
鉱
夫
の
代
表
が
、
新
大
工
兄
役
と
し
て
数
名
選
出
さ
れ
た
。
新
人
の
友
子
鉱
夫
を
指
導
す
る
新
大
工
指
導
員
が
、
渡
り
友
子
と
自
友
子
か
ら
各
一
名
ず
つ
選
ば
れ
た
。
な
お
昭
和
八
年
四
月
二
四
日
か
ら
一
名
増
員
さ
れ
た
。
任
期
は
八
カ
月
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
延
長
が
認
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
また老母役というのがあり、取立後三○年をへた古老の鉱夫が役員会の中で大きな役割を果たした。
組織の機関は、役附集会と大集会があり、前者は各種役員から構成され、ほぼ月に一回の割合で開かれ、後者は
年に二回ほど開かれていた。大集会は、伝統的には全員集会であったが、それは、友子組織が、一カ所に集中して
い
る
場
合
で
あ
り
、
ま
た
人
員
も
数
百
名
以
下
で
あ
っ
た
。
し
か
し
友
子
組
織
は
、
一
鉱
山
が
数
カ
所
に
離
れ
て
分
立
し
て
い
る
場
合
は
、
全
員
集
会
の
開
催
が
地
理
的
に
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
日
立
鉱
山
の
場
合
に
は
、
鉱
山
が
本
山
坑
に
集
中
し
て
い
た
の
で
、
全
員集会だった可能性が高い。
「
大
集
会
」
は
、
年
末
と
七
、
八
月
に
二
回
ほ
ど
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
規
約
改
正
と
か
取
立
式
の
実
行
の
可
否
、
そ
の
他
の
重
要
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な
問
題
が
討
議
、
決
定
さ
れ
た
。
役員会は「役附集会」とよばれ、ほぼ月一回開かれていた。役附集会は、友子の日常的な問題、基本的な活動に
つ
い
て
決
定
し
、
執
行
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
構
成
員
も
実
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
大
当
番
、
当
番
頭
、
協
議
員
、
そ
の
他
の
役
員
が
出
席
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
機
関
に
つ
い
て
は
、
後
に
も
う
一
度
詳
し
く
検
討
し
た
い
。
注（
１
）
資
料
か
ら
の
引
用
お
よ
び
資
料
の
明
示
は
、
注
に
よ
っ
て
は
一
々
示
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
逐
一
資
料
の
日
時
を
記
し
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
引
用
の
箇
所
も
資
料
の
明
示
し
て
い
る
箇
所
も
す
ぐ
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
（
２
）
『
永
代
記
録
簿
」
に
は
、
運
搬
夫
、
精
錬
夫
の
加
入
事
実
を
示
す
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
昭
和
一
五
年
一
月
一
七
日
の
記
事
に
製
錬
夫
、
同
一
八
年
一
二
月
一
一
四
日
の
記
事
に
選
鉱
夫
、
工
作
夫
の
加
盟
事
実
が
あ
る
。
ま
た
日
立
鉱
山
の
元
鉱
夫
の
話
に
よ
る
と
、
機
械
巻
き
上
げ
運
転
工
の
父
親
も
友
子
に
入
っ
て
い
た
。
『
鉱
山
と
市
民
」
、
五
八
四
’
五
頁
。
（３）『日立鉱山史』、二○四頁と本稿第３表から算出。
（４）拙稿「昭和期における友子制度の変質と解体（｜）」、「経済志林」第六一一巻第三・四合併号、一一一頁。
（
５
）
幼
児
の
友
子
加
入
に
つ
い
て
の
証
言
は
、
『
鉱
山
と
市
民
」
、
五
八
五
頁
。
ま
た
『
記
録
簿
」
に
は
、
「
学
生
」
会
費
を
半
額
に
す
る
と
の
記
述
が
、
た
び
た
び
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
学
生
と
は
、
恐
ら
く
小
学
生
や
職
業
学
校
の
生
徒
な
ど
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
昭
和
四
年
四
月
二
八
日
、
同
七
年
一
二
月
二
○
日
を
見
よ
。
（
６
）
日
立
鉱
山
に
大
正
六
年
に
死
亡
し
た
朝
鮮
人
の
友
子
の
墓
が
あ
っ
た
。
『
永
代
記
録
簿
」
は
、
昭
和
四
年
八
月
の
記
事
に
大
正
六
年
に
死
亡
し
た
森
田
仙
太
郎
は
、
郭
順
吉
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
す
で
に
大
正
期
に
朝
鮮
人
の
友
子
が
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
ま
た
大
正
九
年
の
常
磐
地
方
の
大
日
本
炭
鉱
の
友
子
面
附
に
は
、
朝
鮮
人
が
友
子
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
大
塚
一
二
「
強
制
連
行
、
韓
国
側
名
簿
に
つ
い
て
」
、
『
金
属
鉱
山
研
究
」
第
六
四
号
、
’
’
二
頁
。
ま
た
わ
た
く
し
の
所
有
す
る
大
正
一
二
年
の
同
じ
く
大
日
本
炭
鉱
の
友
子
面
附
に
は
、
沢
山
の
朝
鮮
人
鉱
夫
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
昭
和
期
の
北
海
道
の
炭
鉱
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
友
子
加
入
に
つ
い
て
は
、
夕
張
働
く者の歴史を記録する会編『わが夕張』が、指摘している。同書、’’’三一一’九頁にみられる。
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一般的にみて、友子役員の選出の仕方は、友子本来の自治的で民主的な性格を見る上で重要な指標である。
明
治
時
代
の
本
来
の
友
子
制
度
の
役
員
は
、
友
子
の
一
般
会
員
に
よ
り
直
接
選
ば
れ
、
大
き
な
組
織
で
は
、
役
員
の
代
議
制
が
し
か
れ
下
級
役
員
が
上
級
役
員
を
選
ん
だ
。
し
か
し
役
員
の
選
挙
は
、
明
治
後
期
に
な
っ
て
、
｜
方
で
は
、
相
変
わ
ら
ず
民
主
的
な
選
出
方
法
が
と
ら
れ
る
鉱
山
が
多
か
っ
た
が
、
他
方
で
は
、
飯
場
制
度
や
鉱
業
所
か
ら
の
干
渉
を
う
け
て
、
非
民
主
化
さ
れ
た
鉱
山
も
あ
っ
た
。
足
尾
銅
山
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
大
当
番
は
飯
場
頭
に
よ
っ
て
集
団
的
に
独
占
さ
れ
た
。
ま
た
明
治
四
○
年
の
暴
動
以
後
の
足
尾
銅
山
で
は
、
鉱
業
所
の
友
子
制
度
へ
の
干
渉
が
あ
っ
て
、
箱
元
や
大
当
番
、
そ
れ
に
下
部
か
ら
直
接
に
選
出
さ
れ
た
当
番
（
山
中
委
員
制
度
）
が
廃
止
さ
れ
、
鉱
業
所
の
所
長
の
任
命
に
よ
り
組
長
、
相
談
役
が
置
か
れ
、
友
子
の
民
主
的
な
役
員
、
機
関
は
消
滅
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
変
質
さ
せ
ら
れ
た
友
子
は
、
大
正
八
年
に
山
中
委
員
の
よ
う
な
下
部
の
鉱
夫
か
ら
選
出
さ
れ
る
評
議
委
員
制
を
復
活
し
た
。
友
子
組
織
の
最
高
役
員
の
鉱
業
所
に
よ
る
任
命
制
は
、
別
子
銅
山
、
三
井
砂
川
炭
鉱
で
踏
襲
さ
れ
、
友
子
の
企
（１） 
業内化の大きな根拠となった。
こ
う
し
た
歴
史
的
な
変
化
を
ふ
ま
え
て
、
昭
和
期
の
曰
立
鉱
山
の
大
当
番
の
選
ば
れ
方
は
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
結論の一つは、日立鉱山の役員選挙では、鉱業所は、直接何も関与していないということである。ということは、
日
立
鉱
山
の
友
子
が
、
足
尾
銅
山
や
別
子
銅
山
の
よ
う
に
鉱
業
所
の
労
務
組
織
の
中
に
包
摂
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
形
式
的
に
は
日
立
鉱
山
の
友
子
組
織
は
、
自
立
的
に
運
営
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
問
題
は
、
｜
般
に
昭
（７）拙著『日本の伝統的労資関係ｌ友子制度史の研究』、世界書院、二八二頁参照。
⑧
役
員
選
出
の
方
法
と
長
老
支
配
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和
期
に
鉱
業
所
に
従
属
的
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
友
子
が
、
日
立
鉱
山
に
お
い
て
ど
の
程
度
自
治
的
で
あ
っ
た
か
で
あ
る
。
そ
の点を役員の選出方法でみることにしよう。
曰
立
鉱
山
の
友
子
組
織
で
は
、
大
当
番
の
選
出
に
鉱
業
所
は
直
接
関
与
し
て
い
な
い
。
そ
の
限
り
で
友
子
は
、
自
治
的
な
性
格
を
維
持していた。しかし大当番は、会員の直接選挙、あるいは直接選挙された役員による間接選挙によって選出される
の
で
は
な
く
、
慣
行
的
に
友
子
の
中
の
長
老
で
あ
る
老
母
役
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
、
大
集
会
で
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
例えば、昭和八年一二月一一○曰の大集会では、「役附選挙二付協議ノ上大当番ハ当分ノ間老母ノ人選トナス事二
決
定
」
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
昭
和
一
九
年
ま
で
継
続
し
た
。
ま
た
昭
和
八
年
以
前
に
も
老
母
役
に
よ
る
人
選
に
な
っ
て
い
た
。
昭
和
四年四月二八日の大集会でも、大当番の選出に際して、「人選中村尚道」とあり、この老母中村尚道が人選したら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
老
母
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
。
大当番が純粋に民主的に選ばれなかったのは、何故なのであろうか。その理由は、推測の域をでないが、鉱業所
が
友
子
の
民
主
的
性
格
を
警
戒
し
て
、
大
当
番
の
選
出
を
、
友
子
一
般
の
鉱
夫
に
ま
か
せ
な
い
よ
う
に
、
友
子
幹
部
に
働
き
か
け
、
鉱
業
所
と
親
密
な
関
係
に
あ
る
老
母
に
よ
っ
て
人
選
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
立
鉱
山
の
場
合
は
、
足
尾
銅
山
や
別
子
銅
山
の
よ
う
に
、
か
な
ら
ず
し
も
友
子
が
、
従
業
員
組
織
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
一
応
鉱
夫
の
伝
統
的
な
自
治
組
織
の
ま
ま
昭
和
期
に
存
続
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
あ
か
ら
さ
ま
に
大
当
番
が
鉱
業
所
に
任
命
さ
れ
る
よ
う
な
形
を
と
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
、
鉱
業
所
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
か
っ
て
の
飯
場
頭
で
あ
り
、
友
子
の
中
で
も
最
長
老
で
あ
っ
た
古
田亀八郎らの老母による大当番の任命制がとられたのである。老母たちは、大当番の選出にあたって、鉱業所と人
選
に
つ
い
て
相
談
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
大
当
番
は
、
こ
こ
で
は
一
般
会
員
か
ら
直
接
選
ば
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
老
母
に
よ
る
大
当
番
の
任
命
性
は
、
友
子
の
民
主
的
な
性
格
を
大
き
く
制
限
し
た
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
大
当
番
の
選
出
状
況
を
時
系
列
的
に
見
て
い
く
と
、
第
５
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
大
当
番
が
特
定
の
鉱
夫
に
固
定
す
る
こ
と
な
く
、
広
く
鉱
夫
間
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
大
当
番
が
老
母
役
に
よ
る
人
選
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
決
し
て
特
定
の
人
物
に
固
定
し
た
り
、
独
占
さ
れ
た
り
せ
ず
、
そ
の
か
ぎ
り
で
組
織
が
全
く
形
該
化
し
て
し
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
む
し
ろ
大
当
番
役
の
多
数
の
会
員
に
よ
る
分
担
は
、
日
立
鉱
山
の
友
子
の
組
織
の
あ
る
程
度
の
活
力
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
事
実
日
立
鉱
山
の
友
子
組
織
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
従
来
の
友
子
の
本
質
的
な
機
能
を
大
き
く
失
い
つ
つ
も
、
か
な
り
活
発
に
活
動
し
、
か
つ
多
く
の
友
子
組
織
が
戦
時
下
に
消
滅
し
て
し
ま
う
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
時
末
ま
で
息
な
が
ら
え
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
第
６
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
鈴
木
仁
次
郎
、
前
田
亀
松
、
阿
久
津
小
太
郎
、
鵜
沼
禎
、
神
田
外
吉
、
佐
々
木
豊
次
、
後
藤
清
太
郎
な
ど
が
度
々
大
当
番
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
彼
等
は
、
活
動
的
な
人
材
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
等
は
、
そ
の
他
の
役
職
の
関
係
を
み
て
も
、
例
え
ば
老
母
役
代
表
な
ど
に
就
任
し
て
い
た
形
跡
は
な
い
。
例
外
は
鈴
木
仁
次
郎
だ
け
が
、
昭
和
一
八
年
か
ら
二
年
間
老
母
役
代
表
に
な
っ
て
い
る
の
み
で
、
他
の
メ
ン
バ
ー
は
全
く
老
母
役
代
表
に
さ
え
な
っ
て
い
な
い
。
か
よ
う
に
彼
等
は
、
大
当
番
の
固
定
的
な
有
力
者
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
次
に
大
当
番
を
人
選
す
る
老
母
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
老
母
は
、
一
般
に
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は
取
立
後
ほ
ぼ
三
○
年
を
へ
た
長
老
鉱
夫
の
名
誉
職
的
な
地
位
で
あ
り
、
交
際
金
（
会
費
）
が
免
除
さ
れ
、
友
子
の
元
老
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
。
も
う
一
（２） 
つ
の
一
息
味
は
、
老
母
の
中
の
有
力
者
で
あ
り
、
組
織
的
に
も
一
定
の
権
限
を
も
っ
た
人
物
や
集
団
で
あ
る
。
日
立
鉱
山
で
は
、
後
者
は
かる・ 大当
番
の
任
期
は
、
昭
和
一
二
年
一
二
月
一
八
日
の
「
大
集
会
」
で
「
現
役
附
（
但
シ
大
当
番
及
当
番
頭
）
期
間
八
カ
月
ヲ
満
一
カ
年
卜
改
定
」
し
、
「
役
員
ノ
交
代
ハ
毎
年
六
月
ト
ス
」
と
あ
り
、
昭
和
一
二
年
ま
で
は
八
カ
月
、
翌
年
か
ら
一
年
間
だ
っ
た
こ
と
が
わ
第５表大当番人名表
／■、
7弓１
c、ｑ
、－〆
第１区
第２区
第３区
第４区
本名倉三郎*’
松浦父吉
●鈴木仁次郎
監物豊蔵
×鵜沼禎
×鵜沼禎
監物豊蔵
×鵜沼禎
★神田外吉
佐々木長次郎
本名倉三郎
片寄寿市
矢部守治
仲野常作
片寄寿市
矢部守治
片寄寿市
中村尚道
●鈴木仁次郎
阪本始
向井竹治
▲前田亀松
▲前田亀松
大沢丈五郎
▲前田亀松
▲前田亀松
菅原甚右衛門
菅原甚右衛門
昭和４年４月
４年12月
５年９月
６年４月
６年12月
７年９月
７年12月
８年４月
８年12月
今野利夫*２
桧山政雄*３
斉藤政太郎
西野酉松
佐々木入重次
渡辺留太郎
西野卯之助
西野午吉
日下田留吉
一国一竺駐剖睡剤ｅ遡嘉卜偶岬七黒Ｕ一冨晨塵
9年９月より
全体から選出
★神田外吉
永崎光義
佐藤勇治
★神田外吉
新国定勝
須田喜作
●鈴木仁次郎
内山孫左衛門
佐々木富治
森山圓治
舟木勝美
月
月
［
月
月
月
［
月
月
月
〔
月
月
月
９
３
，
７
１
６
６
６
６
６
６
 
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
９
ｍ
ｍ
、
、
巴
ｕ
咀
砠
Ⅳ
肥
中村尚道
石野安治
●鈴木仁次郎
仲田豊吉
佐々木富治
小沼亀重
青砥六蔵＊
大貫武夫
後藤清太郎
松浦文吉
松下留吉
●鈴木仁次郎
高橋権吉
杉森栄作
■阿久津小太郎
緑川吉衛門
藤田勝三郎
後藤清太郎
沢□岩
緑川吉右衛門
小森毛吉
後藤清太郎
佐々木長次郎
上妻利七
大滝兼四郎
和田家之助
金沢一郎
助川佐太郎
■阿久津小太郎
■阿久津小太郎
谷内三次郎
笠原甚右衛門
■阿久津小太郎
西野政雄
名誉大当番佐々木富治
上妻利七
助川佐太郎
益子○之助
安田末吉＠℃【
注：『永代記録簿』より作成。
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（３） 
明治一一五年の最長老であり、鉱業所から特別の信頼をえていた人物であった。
し
か
し
、
昭
和
初
年
代
に
は
一
般
に
古
田
を
除
け
ば
長
老
の
数
は
少
な
か
っ
た
。
記
録
の
始
ま
る
昭
和
四
年
当
時
か
ら
次
第
に
取
立
後三○年に達する鉱夫が増えてきた。昭和五年九月一日の「大集会」で老母役の古田亀八郎は、老母役の代表が役
員会に参加できるように提案し、三名からなる老母役代表会を認めさせた。
『記録簿』は、「老母役古田亀八郎殿ノ指定ニ依り老母衆ヲ代表シテ山中へ毎月出席シ協議二預ル人ヲ二名左之通
り決定ス古田又蔵殿、川本作太郎殿」と記している。もっとも川本については、古田からクレイムがつけられ、
同年九月一六日の役員会では、川本は、老母になるのに六カ月不足するので、その間古田の補佐役として、昭和六
年三月三曰から正式に老母役とすることが決定された。
さらにこの老母役会は、昭和一○年一月一七日の「役附集会」で「二カ年交代」に改められた。そして翌年の一
月一七日の「役附集会」で「老母役ヲ’一一名増員シテ六名トナシ従前通り一一一一カ年交代トナシ其一一一名」を新たに選出
し
た
。
こ
う
し
て
日
立
鉱
山
で
は
、
役
員
会
の
中
に
老
母
役
会
が
制
度
化
さ
れ
た
。
第６表大当番就任回数
氏名
●鈴木仁次郎
▲前田亀松
■阿久津小太郎
×鵜沼禎
★神田外吉
佐々木豊次
後藤清太郎
本名倉三郎
中村尚道
佐々木長次郎
監物豊蔵
上妻利七
助川佐太郎
緑川吉右衛門
片寄寿市
耐一咽咽咀咽咀烟烟咀咀咀咀咽咀咀咀
老母役代表として、「役附集会」に参加して、討議、決定
に積極的に参加し、かつ高度の決定権を与えられていた。
この点は、重要な問題なのでもう少し詳しく論じておき
たい。日立鉱山では、創立が明治末年であったため、友子
の中には長老鉱夫が比較的少なかった。その中で鉱山創立
期に、久原房之助を他の鉱山から呼んで、日立鉱山の飯場
頭
に
登
用
し
た
古
田
亀
八
郎
は
、
友
子
に
取
立
て
ら
れ
た
出
生
年
が
昭和期における友子制度の変質と解体(２264 (別）
第７表老母役代表一覧
昭和５年９月～ （老母役代表山中役附集会へ出席）
古田亀八郎，古田又蔵，川本作太郎
古田亀八郎，古田又蔵，川本作太郎
★(老母役代表役附集会へ出席，３氏隠退，２年交代制とる）
土井由蔵，菅久五郎，山田長吉
★(老母役６名制となる）
土井由蔵，菅久五郎，山田長吉
片寄寿市，河合仙太郎，向井竹治
片寄寿市，河合仙太郎，向井竹治
小沢春次郎，佐々木長次郎，福田留治
小沢春次郎，佐々木長次郎，福田留治
土佐菊太郎，杉森栄作〆河村庄太郎
土佐菊太郎，杉森栄作，河村圧太郎
山若清作，石井長松，石田栄次郎
山若清作，石井長松，石田栄次郎
高橋和市，富樫友吉，菅原甚右衛門
高橋和市，富樫友吉，菅原甚右衛門
照井養吉，森山圓治，田村長吉
照井養吉，森山圓治，田村長吉
舟木勝美，鎌田久蔵，後藤忠治
舟木勝美，鎌田久蔵，後藤忠治
宗形浅吉，鈴木仁次郎，高橋亀松
宗形浅吉，鈴木仁次郎，高橋亀松
高橋典蔵，仲田豊吉，戸沢東吉
８年１月
10年１月
11年１月
12年１月
13年６月
14年５月
15年８月
16年５月
17年７月
18年９月
19年12月
第
７
表
は
、
老
母
役
代
表
の
氏
名
一
覧
で
ある。ただしこれらの老母役代表も実
は決して特定の人物に固定されてはい
ない。ここにも友子の民主的な性格の
いつたんが残存している。しかし注意
深く資料をみていると、重要な事実が
は
っ
き
り
す
る
。
そ
れ
は
、
ご
く
一
部
の
長
老で指導的な老母役の古田亀八郎や古
田
又
蔵
な
ど
は
、
友
子
組
織
の
中
で
き
わ
め
て大きな権限をもち、友子の組織運営
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
とである。
す
な
わ
ち
ま
ず
第
一
に
、
す
で
に
見
た
よ
うに、これらの老母役は、最も重要な
友
子
役
員
で
あ
る
大
当
番
の
人
選
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
昭
和
五
年
九
月
一
日
の
「
大
集
会
」
で
「
大
当
番
ハ
老
母
役
古
田
亀
八
郎
殿
ノ
人
選
ト
シ
」
て
決
定
し
た
と
あ
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ち
な
み
に
こ
れ
ら
一
部
の
老
母
役
は
、
鉱
業
所
の
役
員
と
し
て
重
要
な
地
位
に
つ
い
て
い
た
。
古
田
亀
八
郎
、
豊
川
辰
次
郎
は
、
大
正
期
に
飯
場
頭
と
し
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
が
、
飯
場
制
度
廃
止
後
も
「
飯
場
頭
役
」
と
し
て
、
あ
る
い
は
「
坑
夫
取
締
役
」
と
し
て
鉱
夫
の
労
務
管
理
の
頂
点
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
（４） 
古
田
亀
八
郎
は
、
飯
場
制
度
の
廃
止
後
、
「
坑
夫
取
締
役
」
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
璽
旱
田
辰
次
郎
は
、
昭
和
一
四
年
七
月
に
死
ん
だ
が
、
そ
の
時
の
肩
書
き
は
「
坑
夫
取
締
役
」
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
年
四
月
四
日
の
取
立
式
の
立
会
で
は
、
「
頭
役
古
田
亀
八
郎
、
豊
田
辰
次
郎
」
の
署
名
が
あ
り
、
ま
た
昭
和
七
年
三
月
一
七
日
の
記
事
に
は
、
「
飯
場
頭
古
田
亀
八
郎
、
豊
田
辰
次
郎
」
の
肩
書
き
が
あ
る
。
こ
う
し
た
飯
場
頭
役
な
ど
と
い
う
名
称
は
、
伝
統
的
な
友
子
用
語
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
「
坑
夫
取
締
役
」
が
本
来
の
呼
称
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
古
田
、
豊
田
ら
の
長
老
老
母
役
は
、
｜
般
の
老
母
と
違
っ
た
特
殊
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
老
母
役
の
中
の
一
部
の
人
達
は
、
昭
和
一
四
年
七
月
一
七
日
に
豊
田
辰
次
郎
が
死
ん
だ
が
、
翌
年
二
名
か
ら
な
る
「
常
任
老
母
役
」
の
役
職
に
つ
い
て
い
る
。
昭
和
一
五
年
四
月
一
七
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
小
沢
春
次
郎
と
土
井
由
蔵
の
二
名
が
「
山
中
常
任
老
母
役
」
と
い
う
地
位
に
つ
き
、
一
九
年
五
月
ま
で
そ
の
地
位
に
つ
い
て
、
友
子
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
昭
和
一
九
年
五
月
か
ら
は
、
鎌
田
久
蔵
、
鈴
木
健
蔵
が
そ
の
地
位
に
つ
い
た
。
そ
し
て
小
沢
春
次
郎
と
土
井
由
蔵
は
、
昭
和
二
○
年
二
月
か
ら
「
友
子
取
締
る。また昭和八年一一一月二○日の「大集会」では「役附選挙二付協議ノ上大当番ハ当分ノ間老母ノ人選トナス事二
決
定
」
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
一
九
年
ま
で
続
い
た
。
こ
れ
ら
の
老
母
役
は
、
以
上
の
よ
う
に
大
当
番
の
人
事
権
を
握
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
こ
う
し
た
老
母
役
の
大
当
番
の
人
事
権
の
掌
握
は
、
老
母
た
ち
が
企
業
寄
り
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
に
、
友
子
の
民
主
的
な
性
格
を
著
し
く
制
限
し
、
か
つ
一
般
鉱
夫
の
意
志
や
願
望
を
お
さ
え
、
友
子
が
企
業
の
利
益
に
沿
っ
て
存
在
す
る
よ
う
に
規
制
し
、
誘
導
す
る
大
き
な
機
能
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
かと考える。
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また昭和一五年七月二一一一日の集会では「新大工指導員」の辞任に際して「左記二名大老母ヨリ指名任選セリ」と
あ
る
。
新
大
工
指
導
員
と
は
、
毎
年
新
た
に
取
立
て
ら
れ
た
友
子
の
新
会
員
鉱
夫
の
世
話
を
す
る
ベ
テ
ラ
ン
鉱
夫
で
あ
る
が
、
昭
和
五
年
以
来
毎
年
二
名
選
出
さ
れ
て
き
た
。
大
老
母
に
よ
り
人
選
さ
れ
る
と
し
た
の
は
、
こ
の
例
だ
け
で
あ
り
、
新
大
工
が
ず
っ
と
老
母
役
ある。その他（
能性が大きい。
役」という地位についた。
こ
う
し
て
不
十
分
な
が
ら
資
料
を
み
て
ゆ
く
と
、
一
部
の
老
母
役
が
会
社
の
労
務
管
理
の
最
高
の
役
員
と
し
て
友
子
を
支
配
、
管
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
事
実
が
、
日
立
鉱
山
で
は
、
直
接
友
子
を
企
業
内
の
従
業
員
団
体
に
包
含
し
な
か
っ
た
大
き
な
理
由
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
他
、
一
般
の
老
母
役
代
表
の
選
出
に
つ
い
て
も
、
古
参
の
老
母
役
が
決
定
権
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
昭
和
五
年
九
月
一
日
の
「
大
集
会
」
で
、
老
母
役
の
「
古
田
亀
八
郎
殿
ノ
指
定
ニ
依
り
」
三
人
か
ら
な
る
老
母
役
会
の
設
立
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
昭
和
一
一
年
一
月
一
一
日
の
「
役
附
集
会
」
で
は
、
三
名
か
ら
六
名
へ
の
老
母
役
増
員
に
際
し
、
「
人
選
ハ
土
井
老
母
役
古
田
老
母
役
一
一
一
任
ス
ル
事
ト
ナ
ス
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
古
田
、
土
井
と
い
う
有
力
な
老
母
役
は
、
老
母
役
代
表
の
選
任
に
も
大
き
な
発
言
力
を
発
揮
し
た
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
一
般
の
老
母
、
老
母
役
の
中
で
指
導
的
な
、
あ
る
い
は
（４） 
長
老
的
な
古
田
亀
八
郎
、
古
田
又
蔵
、
土
井
由
蔵
ら
が
個
人
的
に
極
め
て
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
老
母
役
は
、
「
協
議
員
」
の
選
挙
に
も
関
与
し
て
い
た
。
協
議
員
は
、
各
地
区
か
ら
一
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
四
名
で
あ
っ
た
が
、
当
初
の
資
料
で
は
「
協
議
員
」
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
し
か
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
六
年
七
月
一
七
日
の
集
会
で
は
「
協
議
員
改
選
ス
左
ノ
者
ヲ
老
母
役
ヨ
リ
指
名
ス
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
翌
年
の
二
月
一
七
日
の
集
会
記
録
に
も
「
新
協
議
員
老
母
人
選
」
と
あ
る
。
そ
の
他
の
協
議
員
選
出
に
際
し
て
は
特
に
老
母
役
に
よ
る
人
選
と
記
し
た
例
は
な
い
が
、
協
議
員
も
老
母
役
の
人
選
だ
っ
た
可
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他
方
当
番
頭
は
、
各
区
か
ら
数
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
当
番
頭
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
選
出
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
例
え
ば
昭
和
五
年
九
月
の
大
集
会
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
「
大
当
番
ハ
老
母
役
古
田
亀
八
郎
殿
ノ
人
選
ト
シ
、
当
番
頭
ハ
各
区
友
子
一
同
之
人
選
ト
ス
」
と
あ
り
、
当
番
頭
は
、
各
区
の
友
子
の
代
表
と
し
て
、
当
初
八
カ
月
ご
と
に
開
か
れ
た
大
集
会
で
選
出
さ
れ
、
昭
和
一
二
年
か
ら
は
一
年
間
の
任
期
で
毎
年
六
月
に
大
集
会
で
選
出
さ
れ
た
。
当
番
頭
は
、
逐
一
資
料
は
示
さ
な
い
が
、
選
挙
ご
と
に
変
に
よ
り
人
選
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
老
母
役
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
。
人
事
以
外
の
面
で
も
、
老
母
役
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
昭
和
六
年
二
月
一
五
日
役
附
集
会
で
、
同
盟
友
子
の
関
係
に
あ
る
高
取
鉱
山
か
ら
願
い
で
て
い
た
菊
川
卒
雄
に
た
い
す
る
特
別
救
済
を
五
六
円
と
決
定
し
て
い
た
の
を
「
老
母
方
協
議
ノ
上
……七十五円」と決定し、変更したと『記録簿』は記している。
また「記録簿」は、昭和八年五月一一○日に鈴木鉱業所長の転勤に際して、役附集会の二日後に「所長見送りヲ役
附
全
部
ス
ル
事
ヲ
老
母
ヨ
リ
言
渡
サ
ル
全
員
送
ル
」
と
記
し
て
あ
る
。
さ
ら
に
昭
和
一
二
年
一
六
日
の
集
会
で
は
、
仏
参
用
の
墓
地
を
買
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
際
に
「
其
買
収
交
渉
方
ヲ
古
田
老
母
役
殿
一
一
一
任
卜
決
」
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
老
母
役
は
、
新
大
工
の
教
育
に
熱
心
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
こ
れ
は
、
友
子
の
活
動
の
と
こ
ろ
で
詳
し
く
論
じ
た
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
期
の
日
立
鉱
山
の
友
子
組
織
の
中
で
は
、
老
母
役
は
、
大
当
番
だ
け
で
な
く
協
議
員
や
新
大
工
指
導
員
の
選
出
任
命
に
か
か
わ
り
、
ま
た
一
般
的
な
友
子
の
活
動
の
中
で
大
き
な
発
言
力
を
も
ち
、
そ
の
程
度
は
不
確
定
だ
が
、
長
老
支
配
の
傾
向
を
顕
著
に
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
友
子
組
織
の
中
に
お
け
る
一
部
の
長
老
の
ボ
ス
化
の
傾
向
を
示
す
も
の
（５） 
で
あ
り
、
か
っ
て
松
島
静
雄
氏
の
摘
出
し
た
傾
向
を
実
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
昭
和
期
の
友
子
の
傾
向
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
明
治
期
、
大
正
期
に
一
般
的
な
傾
向
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
に
も
う
一
度
問
題
に
し
た
い
。
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また取立式の世話役は、大集会で選挙されたとある。しかし世話役は、｜定の資格と条件を有する者が参加する
友
子
の
活
動
の
一
つ
で
あ
り
、
単
に
選
挙
で
選
出
す
る
も
の
で
な
く
、
役
員
会
に
よ
る
推
薦
選
挙
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
五年、Ｌ
浦文吉、
あった。
化
し
て
お
り
、
固
定
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
伝
統
的
な
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
人
選
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
協
議
員
に
つ
い
て
み
る
と
、
協
議
員
は
、
大
当
番
、
当
番
頭
の
後
か
ら
作
ら
れ
た
役
職
で
あ
る
。
諏
訪
鉱
山
の
資
料
に
よ
れ
（６） 
ば、諏訪鉱山では、大正一四年六月から山中議員一一名を新設し、その後協議□貝と呼んでいる。これは、詳しい役割
はわからないが、老母役による選任が行われていることから、友子内部でもかなり有力な鉱夫が選ばれたように思
われる。ちなみに、昭和四年八月一八日の記事にある片寄寿一、竹本国一一一、宮腰福一一一の協議員のうち、片寄は昭和
五
年
、
七
年
、
八
年
の
大
当
番
を
つ
と
め
た
大
物
鉱
夫
で
あ
っ
た
。
ま
た
昭
和
一
三
年
六
月
以
降
の
協
議
員
、
阿
久
津
小
太
郎
、
松
浦
文
吉
、
高
橋
亀
松
の
う
ち
、
阿
久
津
は
昭
和
二
年
、
一
四
年
、
一
五
年
の
大
当
番
で
あ
り
、
松
浦
は
昭
和
一
七
年
の
大
当
番
で
注（
１
）
友
子
の
企
業
内
化
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
変
遷
」
上
、
下
、
『
経
済
志
林
』
第
六
○
巻
第
一
・
二
合
併
号、第三・四合併号、「別子銅山における友子制度の変遷」、前掲誌第六一一巻第一号を参照。
（２）老母については、松島静雄『友子の社会学的考察』、四九頁参照。
（３）詳しくは、前掲『鉱山と市民』、九○頁以下を参照。
（４）『鉱山と市民』、五六七頁。
（５）こうしたボス支配の傾向は、戦後もつづいた。前掲『友子の社会学的考察』、五一頁参照。
（６）諏訪鉱山友子の『永代記録簿』、日立市郷土博物館蔵を参照。
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友子の決定機関には、大集会と役附集会があった。これらの機関が、どのような問題を討議し、決定したのだろ
うか。例えば、昭和五年の「記録簿』から集会のあつかった問題点を列記してみよう。
二月一六日（役附集会）。
大
信
田
佐
一
郎
（
肺
結
核
）
の
特
別
救
済
願
を
承
認
、
七
八
円
の
救
助
。
四月一七日（役附集会）。
水戸部広治（肺結核）の特別救済願を承認、八八円の救助。
＠
四
月
二
○
日
取
立
式
挙
行
。
五月一七日「役附集会」。
従来行われていなかった公傷病気による退職者への救助を決定。老母役大石栄次郎の病気退山にたいし特別
見
舞
金
を
決
定
。
＊
一
月
一
八
日
役
附
事
務
引
継
及
「
取
立
大
集
会
」
。
取立世話人及ビ各区立会人の決定。古田又蔵、山中規定により老母に決定、交際金を免除。三名の者を模範
六同月二○日
友
子
と
し
て
表
彰
。
Ⅶ
大
集
会
と
役
附
集
会
老
母
役
小
沢
辰
馬
の
退
山
に
た
い
し
記
念
品
（
三
円
）
。
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六月二八日（役附集会）。
熱
海
工
事
の
友
子
（
支
部
）
よ
り
岸
善
一
の
救
助
願
を
承
認
、
三
六
円
を
救
助
。
七月二○日（役附集会）。
川本作次郎を老母に決定（しかし年限に間違いあって取消す）。
＊九月一日「大集会」。
他
山
か
ら
の
救
助
帳
持
ち
浪
人
へ
の
救
助
を
二
円
と
山
中
規
約
改
正
。
老
母
役
古
田
亀
八
郎
の
指
定
に
よ
り
老
母
衆
の
代
表
を
山
中
集
会
に
出
席
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
。
そ
し
て
代
表
と
し
て
古
田
の
ほ
か
二
名
を
選
出
。
新
し
く
大
当
番
、
当
番
頭
を
選
挙
に
よ
り
選
出
。
た
だ
し
大
当
番
は
老
母
役
古
田
亀
八
郎
の
人
選
。
仏
参
金
預
り
。
九月一六日（役附集会）。
川
本
作
太
郎
問
題
、
六
カ
月
不
足
に
つ
き
正
式
に
は
六
カ
月
後
に
老
母
役
と
し
、
そ
の
間
古
田
の
補
佐
役
と
す
る
。
九月一七日（役附集会）。
毎月決算、新旧役附事務引継。山口長太郎の救助願を保留。新大工指導員の選出。
一○月一七日（役附集会）。
山口長太郎の再協議の上、承認。
二月一七日（役附集会）。
協議員の改選。前協議員へ記念品贈呈。
熱
海
工
事
友
子
へ
震
災
見
舞
い
状
を
送
る
。
一月二九日
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こうして見てくると、この期の大集会は、厳密に日程が定まっているわけではなく、また必ず予定どおり開催さ
れたわけではないことがわかる。また役附集会と大集会の機関に決定権限を明確に格付けしていたわけではないこ
とがわかる。したがって組織運営は、概して弾力的であり、厳密さをかなり欠いていたと見ることができる。
役
附
集
会
に
つ
い
て
い
え
ば
、
む
し
ろ
こ
れ
は
、
友
子
の
一
般
的
問
題
の
決
定
機
関
で
あ
り
、
し
か
も
老
母
役
の
権
限
が
大
き
か
っ
た
と
は
い
え
、
必
ず
役
附
集
会
で
協
議
し
、
決
定
し
て
お
り
、
友
子
の
伝
統
的
な
自
治
的
で
民
主
的
な
性
格
の
残
存
を
示
す
も
の
と
し
て
大
い
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
年
末
か
新
年
早
々
に
開
か
れ
た
前
期
の
大
集
会
は
、
次
年
度
の
取
立
式
実
行
の
可
否
を
決
定
し
、
さ
ら
に
決
行
す
る
場
合
の
（１） 
取立式を準備する世話人を選出したり、取立式の立会人を選出したりした。しかし役附集〈雪で取立式の実行を決め
（２） 
た
り
、
ま
た
取
立
式
の
世
話
人
を
決
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
取
立
式
実
行
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
一
一
回
ほ
ど
「
大
集
会
」
の
参
加
（３） 
人数不足で流会し、再度「大集今云」を開いた年もあった。
後
期
の
大
集
会
は
、
昭
和
五
年
の
例
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
特
に
定
ま
っ
た
議
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
規
約
改
正
や
役
員
選出が目立つ。
もたれた年もあった。
以上の記述からもわかるように、昭和五年の集会は、「大集会」（＊印）が年に二回、取立式（＠印）が一回、役
附
集
会
が
一
○
回
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
昭
和
一
九
年
ま
で
ほ
ぼ
一
般
的
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
時
に
は
、
臨
時
の
集
会
が
’二月二日（役附集会）。
諏
訪
鉱
山
（
支
部
）
の
老
母
役
死
亡
に
つ
き
役
附
一
同
会
葬
。
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曰
立
鉱
山
の
組
織
の
財
源
で
あ
る
会
費
は
、
昭
和
期
に
は
、
月
額
三
○
銭
で
あ
っ
た
。
昭
和
一
○
年
一
月
七
日
の
記
事
に
は
、
六
黒
目鉱山から八名の会費三カ月分七円二○銭が送金されたとある。一人一一一○銭である。そして昭和一九年六月の記事
に
よ
れ
ば
「
七
月
よ
り
交
際
金
四
○
銭
に
値
上
げ
」
と
あ
る
。
友
子
の
会
費
は
、
交
際
金
と
よ
ば
れ
、
一
般
に
定
額
の
場
合
と
出
費
に
応
じ
て
割
り
当
て
す
る
二
通
り
が
あ
っ
た
が
、
曰
立
鉱
山
で
は
、
定
額
会
費
で
あ
っ
た
。
一
カ
月
三
○
銭
の
会
費
は
、
｜
般
に
明
治
末
期
の
友
子
会
費
の
水
準
で
あ
り
、
そ
の
後
の
物
価
騰
貴
を
考
慮
す
る
と
、
昭
和
期
の
会
費
と
し
て
は
水
準
が
低
い
印
象
を
ぬ
ぐ
え
な
い
。
そ
れ
は
、
友
子
の
活
動
の
衰
退
を
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
日
立
の
友
子
財
政
は
、
か
な
ら
ず
し
も
友
子
の
会
費
だ
け
に
頼
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
取
立
式
の
費
用
は
、
別
（１） 
途に集められた。また必要に応じて交際費として集めることは友子の伝統であった。友子の財政については、友子
の
活
動
を
ふ
ま
え
た
友
子
財
政
の
分
析
の
際
に
、
詳
し
く
問
題
に
し
た
い
。
ただここで指摘しておきたいことは、曰立鉱山のような大鉱山の友子にとっては、少々会費が小額でも、友子の
会
員
数
が
千
人
以
上
の
大
組
織
な
の
で
、
総
体
と
し
て
友
子
財
政
は
、
豊
か
で
あ
っ
た
。
（
具
体
的
に
会
費
収
入
を
み
る
と
、
昭
和
一
○年の会員数一一一六○人の場合は、年額四五三六円であり、月額三七八円であった。また昭和一九年の会員数一一一
注（１） 
（２） 
（３） ⑤友
子
の
会
費
例えば他に、資料の昭和六年二月、九年二月の記事をみよ。
同
じ
く
、
昭
和
八
年
一
月
、
’
○
年
一
月
、
一
五
年
一
月
を
み
よ
。
同
じ
く
、
昭
和
七
年
一
二
月
、
同
一
八
年
一
二
月
を
み
よ
。
(３２） 255 
い
ず
れ
に
し
ろ
日
立
鉱
山
の
友
子
は
、
こ
う
し
て
昭
和
期
に
至
っ
て
も
自
治
的
に
会
計
を
運
営
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は、企業内の従業員組織に包含された他の友子組織との根本的な違いである。しかもこうした性格は、組織人員が
大きかったことに加え、日立の友子が戦後にも維持される原因の一つになったのではないかと考えられる。
三五人の場合は、年額四四四七円七二銭、月額三七○円六○銭であった。かなりの額である。）
こ
う
し
た
大
組
織
の
友
子
は
、
会
計
担
当
に
専
任
の
職
員
を
置
か
な
け
れ
ば
運
営
が
困
難
で
あ
っ
た
。
本
来
は
箱
元
の
管
理
運
営
で
あった友子会計は、昭和九年九月一七曰の集会で箱元のローテーションをやめ、大当番の中から「常任箱元」を置
い
て
い
る
。
昭
和
一
○
年
二
月
二
○
曰
の
集
会
で
は
、
「
常
任
大
当
番
兼
書
記
」
に
月
給
一
六
円
の
支
払
い
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
昭和一三年七月一一一一日の集会では「山中専任書記」の月額一一三円による一雇入れの記述がある。これは、恐らく大当
番
に
よ
る
箱
元
専
従
を
や
め
て
、
単
な
る
専
従
書
記
を
雇
っ
て
、
細
か
な
会
計
を
担
当
さ
せ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
会
費
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
指
摘
は
な
い
が
、
友
子
と
鉱
業
所
の
関
係
か
ら
し
て
、
鉱
業
所
に
よ
り
天
引
き
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間違いない。
注（１）昭和一○年五月一七日の集会では、特別救助のために友子会計からの支出の他に異例の処置として、別途一人四銭の寄
付
を
集
め
る
こ
と
を
決
め
た
。
